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熊谷の私鉄について 

                                  １年 あかぎ 

１．はじめに 

   私の住む熊谷市には、２０１５年に新しく開通した北陸新幹線をはじめとし

て高崎線・上野東京ライン・湘南新宿ライン・上越新幹線・秩父鉄道が走

っている。今回はこの熊谷に走る唯一の私鉄である秩父鉄道の新駅設置

について、さらに今は廃線となってしまった東武鉄道熊谷線について詳しく

見ていきたい。 

２．秩父鉄道について 

   秩父本線は埼玉県北部を東西に横断し、東は羽生、西は長瀞、秩父を

通り三峰口駅まで３５駅７１．７㎞の広大な自然の中を走る鉄道である。現

在は通勤・通学のために利用する人が多数を占めている。そしてもう一つ、

あまり知られてはいないが、三ヶ尻線という路線が存在する。これは熊谷貨

物ターミナル駅への貨物線として武川駅から分岐していて、総延長は７．６

㎞である。 

   現在、車両は他社からの譲渡車両のみとなり、その譲渡元は複数の鉄

道会社に及んでいる。また、廃車後も三峰口駅構内に車両が保存してある

など、車両の保存にも積極的である。現在走行している譲渡車両について

は次のとおりである。 

車両名称 譲渡元 運行内容 

５０００系 都営地下鉄 旧６０００系 ３両編成で運行 

７０００系 東京急行電鉄 旧８５００系 ３両編成で運行 

７５００系 

７８００系 

東京急行電鉄 旧８０９０系 ３両編成で運行 

２両編成で運行 

Ｃ５８系 ＪＲ東日本が管理 パレオエクスプレスとして運行 

１２系客車を牽引 

６０００系 西武鉄道 新１０１系 急行秩父路として運行、３両編成 

 



27 

 

   ここからは秩父線新駅設置について考えていきたい。 

現在、新駅設置については二つの計画が存在する。一つ目は、熊谷市

内で行田市との境界付近に駅を作るという計画である。これは新駅予定地

が熊谷物流センターに近いため通勤がしやすくなったり、新駅予定地付近

の住民は通勤通学が便利になったりすると期待されているようである。また、

熊谷市は企業誘致や宅地開発を後押しすることで日本の人口の減少を食

い止めたいという考えもあるようだ。 

   しかし、これはあくまでも筆者の意見ではあるのだが、この新駅付近、行田

市側には市街化区域として住宅街が少しあり自動車教習所も近くにある。

一方で熊谷市側には田園地域が広がっており、現在のままでは利用者が

多くなるとは考えられない状況である。また、隣の持田駅の一日の平均乗

降者数をみても１０２８人と、決して多いとは言えない。この新駅に関しては熊

谷市側の田園地帯の土地利用によって利用者が変わってくるのではない

かと考えられる。 

   二つ目は花園インターチェンジ付近の永田駅～小前田駅間に新駅を設

置するという計画である。これは、深谷市が進める花園インターチェンジの拠

点プロジェクトの一環として進められている大型アウトレットモールが永田駅

～小前田駅間の線路沿いに開業を予定されていることから、線路沿いの

立地ということでアウトレットモールの開業に合わせて新駅を設置するというこ

とである。このアウトレットモールは２０１８年開業予定である。 

   この計画に関しては良い計画だと感じた。本来、花園インターチェンジが

ある関越自動車道などの高速道路の利用者をメインに集客していくようだが、

敷地面積は１７～１８ha と日本最大規模のアウトレットモールということもあり、

車利用者以外でも集客が見込まれる。そこで隣接する秩父線に新駅を設

置することで熊谷方面からの鉄道利用者もある程度見込まれるのではない

かと考えられている。また、深谷市では秩父鉄道の新駅設置に伴って駅前

ロータリーの設計などを行うということで駅前に関しても期待できるのではな

いだろうか。 
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３．東武鉄道熊谷線について 

 東武鉄道熊谷線は国鉄時代の熊谷駅を起点とし、熊谷市北部の妻沼

町までの１０．１ｋｍを結ぶ路線で通称妻沼線と呼ばれて運行していた。この

熊谷線は、東武鉄道の中で最後に残された非電化路線である。熊谷線の

建設目的は、当時群馬県太田市と小泉地区にある旧中嶋飛行機（現富

士重工業）への人員・資材輸送を目的としていた。昭和１８(１９４３)年１２月

５日に熊谷～妻沼駅間が完成し運行された。 

 熊谷線では、開業当時蒸気機関車を使用して運行していた。熊谷～妻

沼間１０．１㎞を２４分で走行するほど遅かったこともあり、１９５４年に東急車

輌製の気動車キハ２０００形が導入され、１７分で走破するようになった。ま

た、列車の姿から「特急カメ号」などと呼ばれていた。駅は熊谷駅、上熊谷

駅、大幡駅、妻沼駅の４つであった。このうち熊谷駅～

上熊谷駅間は秩父鉄道と線路を共有していた。当時

は秩父鉄道と線路を共有していたため自由にダイヤを

組めず、ほぼ１時間に一本の本数で運行していた。 

 ここからは、なぜ利根川に橋をかけなかったのかにつ

いて考えていきたい。もともとの構想では利根川の向こう

側にある東武小泉線の西小泉駅とつなぐ予定であっ

た。当時反対側の西小泉側は海岸まで砂利採取用の仙石河岸貨物線

が開業しており、川を挟んだ約２㎞を残すのみだった。しかし、橋を架ける前

に終戦を迎えたため利根川を渡る部分の橋脚だけが完成したところで中断

された。その後何度も建設の再開が検討されていた。当時、熊谷線を開通

させる前、大田地区の住民は両毛線で高崎に行き高崎線を使うか東武伊

勢崎線を使うしか東京に行くことはできなかった。しかし、熊谷線を開

通させてしまうと熊谷で高崎線に乗り換えることで伊勢崎線よりも便

利になってしまい当時の国鉄に旅客を奪われてしまうことが考えられ

た。このようなことから橋をかけなかったのではないかと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 上熊谷駅の手前側は、妻沼

線のホームでフェンスがある 

高崎線との立体交差跡で

築堤は当時の半分程度の高さ 

廃線跡の写真 
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一方、利根川の向こう側の東武小泉線は東小泉駅から分岐され、小

泉町駅、西小泉駅と仙石河岸線。当時は西小泉駅から先に新小泉駅、

仙石河岸駅があった。しかし、この路線は貨物線で戦時中に作られたも

ので終戦を迎えると必要がなくなってしまった。 

この熊谷線はその後、モータリゼーション＊の影響により旅客の減少を

受け１９８３年５月３１日に廃止された。その一足先に仙石河岸駅、新小

泉駅が相次いで閉駅され１９７６年１０月１日に仙石河岸貨物線は廃止

された。この熊谷線であるが今でも東武鉄道が廃線跡の土地を所有して

おり、熊谷市等に貸し付けて遊歩道などとして活用されている。また西小

泉駅より南も東武運輸の物流センターや遊歩道として使用されている。  

＊モータリゼーション…自動車が普及し、人々の生活の中で広範に利

用されるようになる現象。 

４．最後に 

  今回は、２０１５年３月１５日に開業した上野東京ラインや北陸新幹線が通

る熊谷、そのなかであまり知られていない秩父鉄道と過去に走っていた東

武鉄道熊谷線について紹介してきた。この部誌を機会にさまざまなことに関

して興味を持っていただけたらありがたい。 
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写真は筆者撮影 

行き止まり標識が置かれ、 

車止めがある 

手前は秩父線の線路 

 

 

 

 

手前の線路が妻沼線 

踏切では線路の上からアス

ファルトがひかれている 


